
 

（別紙） 

 

アイヌ施策推進地域計画 事後目標評価報告書 

   

実施主体名 計画の名称 目標年度 

様似町 様似町アイヌ施策推進地域計画 令和６年度 

 

１．目標の達成状況 

アイヌ施策推進地域計画における 

目標 
目標値 A 実績値 B 

達成率(%) 

Ｂ／Ａ 
備考 

① 町立様似図書館来館者数 5,200 人/年間 9,372人/年間 180.2%  

② 町制施行 70 周年記念事業「写真

展」参加者数 
300 人/年間 305 人/年間 101.7% ※Ｒ4事業 

③ 町制施行 70 周年記念事業「トン

コリ演奏会」参加者数 
200 人/年間 290 人/年間 145.0% ※Ｒ4事業 

④ アポイ岳ジオパークビジターセ

ンター来館者数 
13,000 人/年間  9,026人/年間 69.4% 

 

⑤ 様似郷土館来館者数 700 人/年間 806 人/年間 115.1%  

⑥ 国際交流事業への参加者数 200 人/年間 238 人/年間 119.0% ※Ｒ5事業 

⑦ 国際交流事業への参加者数 300 人/年間 252 人/年間 84.0% ※Ｒ6事業 

 

アイヌ施策推進地域計画における 

目標 
達成状況 備考 

① 町立様似図書館来館者数 目標を達成した  

② 町制施行 70 周年記念事業「写真

展」参加者数 

目標を達成した 
※Ｒ4事業 

③ 町制施行 70 周年記念事業「トン

コリ演奏会」参加者数 

目標を達成した 
※Ｒ4事業 

④ アポイ岳ジオパークビジターセ

ンター来館者数 

コロナの流行後、思うように来館者数

が回復せず、目標を達成できなかった 

 

⑤ 様似郷土館来館者数 目標を達成した  

⑥ 国際交流事業への参加者数 目標を達成した ※Ｒ5事業 

⑦ 国際交流事業への参加者数 交流事業の頻度や規模感など見込み違

いもあって、目標を達成できなかった 

※Ｒ6事業 

 

 （コメント） 

 コロナ禍を機に観光形態が個人での行動に移り変わりつつあることなどにより、団体

での来館者が減少し目標に届かなかったものもあったが、アイヌの伝統等に関する理

解の促進に資する事業を中心に概ね目標を達成することができた。 



 

２．目標達成のために実施した各事業の進捗状況と効果 

（文化振興事業：アイヌ古式舞踊等の資料デジタル化事業） 目標の達成状況④、⑤ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

各資料のデジタル化を完了し、目録を作成した。 

（令和２年度） 

・古式舞踊音源収録及びＣＤ・ＤＶＤ制作 

・音源デジタル変換・ＣＤ制作 

様似町 

 

  事業の効果 

 貴重な資料を保全し、後世のための遺産として残すことができた。 

 

（文化振興事業：熊崎直平氏資料の整理及び資料目録作成事業） 目標の達成状況①、⑤ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

 資料の翻刻および仮目録を作成し、整理を進めることができた。

有識者を招いての検討会議を５回開催。資料の内容について討 

議しその貴重性について確認することができた。 

また、これまでの検討会議での協議を踏まえ、今後の整理・公 

開の方法について意見を聴取し、さらなる検討を行うこととした。 

（令和３年度） 

・資料の翻刻、仮目録の作成 

 ・検討会議 参加者６名（有識者４名） 

（令和４年度） 

 ・検討会議 参加者５名（有識者４名） 

（令和５年度） 

 ・第１回検討会議 参加者４名（有識者３名） 

 ・第２回検討会議 参加者５名（有識者４名） 

（令和６年度） 

 ・検討会議 参加者４名（有識者３名） 
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  事業の効果 

 有識者の意見をもとに暫定的な目録は作成したものの、内容が多岐にわたり、かつ

複雑なため現段階での公開は見送り、次年度以降も町としてこの資料に関する検討・

整理を継続することとした。 

 

（文化振興事業：アイヌ文化ＰＲ用動画の制作、公開、文化伝承用品の製作事業） 目標の達成状況④、⑤ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

各種アイヌ文化行事や古式舞踊・儀式・料理などの伝承活動の

記録映像を制作した。 

また、２年度にわたって、文化伝承・普及のための民族衣装を

10 セット製作した。 

（令和２年度） 
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 ・ＰＲ用動画、活動記録動画のシナリオの作成 

 ・民族文化保存会活動記録動画の撮影 

（令和３年度） 

 ・ＰＲ用動画、活動記録動画の撮影 

 ・文化伝承用品の製作 

（令和４年度） 

 ・ＰＲ用動画、活動記録動画の撮影・制作 

 ・文化伝承用品の製作 

  事業の効果 

 様似町のアイヌ文化について、後世のための記録を残し、それを分かりやすい形で

まとめることにより、様似町のアイヌ民族の歴史や文化についてより広く知ってもら

う基礎資料を整備することができた。 

また、地域の文化伝承活動で使用している民族衣装が老朽化しているということも

あり、不足しているという近年の課題が解決に向かって前進した。 

 

（文化振興事業：写真展開催事業） 目標の達成状況② 

事業の進捗状況 事業実施主体 

 令和４年度に迎えた町制施行 70 周年記念事業の一環として、写

真展およびギャラリートークを開催し、町内外から多くの来場が

あった。 

様似町 

 

  事業の効果 

 アイヌ民族の現状について理解を深め、アイヌ民族・アイヌ文化の存在がより身近

になり、関心を高めるきっかけを作ることができた。 

 

（文化振興事業：トンコリ演奏会事業） 目標の達成状況③ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

 令和４年度に迎えた町制施行 70 周年記念事業の一環として、伝

統と現代の融合したアイヌ音楽の演奏会を開催し、町内外から多

くの参加者を得ることができた。 

様似町 

 

  事業の効果 

 地元のみならず、北海道内各地、さらに北海道外からも多くの来場があった。老若

男女が集まり、それぞれがアイヌ音楽のリズムを楽しみ、また聞きたいとの声も多く

寄せられ、アイヌ文化への関心がより高まることが期待できる。 

 

（文化振興事業：絵本・紙芝居・アニメーション制作事業） 目標の達成状況① 

事業の進捗状況 事業実施主体 

様似町に古くから伝わるアイヌ民族に係る伝承を正しく後世へ

継承できるようデジタル化し、普及啓発を図るもの。 

（令和３年度） 

様似町 

 



 

 ・平成４年発行のふるさと絵本「さまに昔むかし」の内容をも

とにした、アニメーション制作事業の実施 

（令和４年度） 

 ・令和３年度制作のアニメーションをもとにした、絵本・紙芝

居制作事業の実施 

  事業の効果 

 成果品については、町内の各施設へ設置し、社会教育・学校教育事業への活用をす

すめるとともに、他地区のアイヌ協会や図書館等へ配布し、アイヌ文化の継承活動に

利用している。 

また、アニメーションは YouTube を利用し幅広い層へ公開しているほか、絵本のデ

ジタルブック化、登場するキャラクターをノベルティグッズにした広報活用をすすめ

ていく。 

 

（地域・産業振興事業：アポイ岳ジオパークビジターセンターアイヌ文化紹介設備改修事業） 目標の達成状況④ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

 アポイ岳ジオパークビジターセンター内にある既存の展示物に

ついてデジタルコンテンツ等を活用したものに刷新し、アイヌ語

地名やその由来など、アイヌ文化に関する情報発信を行う施設整

備を行った。 

（令和２年度） 

 ・プロジェクションマッピング設置 

 ・縦型デジタルサイネージプレーヤー及び映像制作 

 ・アクリル展示物スタンド 

 ・デジタルサイネージ展示映像切り替え装置 

 ・大型格子フレーム什器及びアクリル格子パネル 

様似町 

 

  事業の効果 

 アポイ岳ジオパークビジターセンターを訪れる町内小中学生をはじめ、来訪者が具

体的なイメージを持って、アイヌ文化やアイヌ語地名などについて理解することがで

きる展示物を構築することができたことで、アイヌ文化の普及活用・文化伝承の役割

をはたすとともに、観光プロモーションの促進と活性化にも期待できる。 

 

（地域・産業振興事業：アイヌ関連資料の調査研究及び普及活用事業） 目標の達成状況⑤ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

 アイヌ関連資料の調査研究及び体験活動用資料の制作を実施。

また、アイヌの正装展示資料を制作するなど、郷土館内のアイ 

ヌ文化関連展示の拡充を図るとともに、アイヌの伝説や町内の美 

しい写真や景色に触れながら、様似町のアイヌ文化を楽しみなが 

ら学ぶことができる町歩きデジタルガイドを作成した。 

（令和２年度） 

様似町 

 



 

 ・矢本家文書内アイヌ関係資料の調査研究 

 ・郷土館アイヌ展示拡充 

 ・絵図「東蝦夷地シャマニ之景」のレプリカ作製 

 ・体験活動資料の作成及び運用 

（令和３年度） 

 ・矢本家文書内アイヌ関係資料の調査研究 

 ・企画展の開催 

 ・絵図「東蝦夷シャマ二之景」のデジタル解説の作成 

 ・体験活動資料の作成及び運用 

（令和６年度） 

 ・町歩きデジタルガイドの作成 

  事業の効果 

 矢本家文書の価値や内容について専門家による討議を経て、報告書の形でその所見

を公開し、様似町のアイヌ民族の歴史についてより理解を深めるための基礎資料を作

ることができた。 

これまで存在を知られていなかった「東蝦夷地シャマ二之景」をはじめ、多くの人

に郷土館のリニューアルされた展示を見てもらうことにより、様似におけるアイヌ民

族の歴史についてより理解を深め、関心を高めることができた。 

さらには町歩きデジタルガイドの制作により、町内に点在していたアイヌゆかりの

土地や施設を分かりやすく周遊することができ、「様似×アイヌ文化×観光」を一つ

とした総合的なアイヌ文化の普及活用および観光プロモーションの促進に期待でき

る。町内に４か所の解説看板の新設や現地周遊を促すデジタルスタンプラリーも実施

している。ホームページ「Shamani Ainu」やリーフレットは日本語・英語の併記をし

ており、外国人の利用も想定している。今後はスタンプラリー完走者への記念品配布

など利用促進事業を実施する。 

 

（コミュニティ活動支援事業：台湾原住民族との交流・研修事業） 目標の達成状況⑥ 

事業の進捗状況 事業実施主体 

 令和３年度に北海道在住の台湾原住民族の講師を招き、学習会

を開催し台湾原住民族・台湾についての基礎的な知識を学び、今

後の訪問および招聘に向けて、より深い理解を得ることができた。 

 令和５年度の台湾訪問では台湾における先進的な取組について

学び、令和６年度の招聘事業ではアイヌ民族をはじめとする町民

が台湾原住民族と交流する機会を作ることができた。 

（令和３年度） 

 ・学習会「台湾原住民族を知る」の開催（参加者１２名） 

（令和５年度） 

 ・台湾原住民族との交流・研修～台湾訪問～ 

（参加者 238 名）※訪問者、受け入れ団体等を含む 

様似町 

 



 

（令和６年度） 

 ・台湾原住民族との交流・研修～台湾原住民族を招聘～ 

（参加者 252 名）※被招聘者、受け入れ団体等を含む 

  事業の効果 

 台湾訪問では 26 年ぶりの交流により旧交を温めると同時に、台湾における先進的な

取組について学んだ。参加者たちは今回の経験で知見を広め、刺激を受け、アイヌ文

化伝承活動への意欲を高め、今後の活動に生かすことが期待できる。 

また、この度の台湾原住民族の招聘事業を機にアイヌ民族にとってのエンパワメン

トとなることが期待できるとともに、ゲストたちもアイヌ民族をはじめとする町民と

の交流、アイヌ文化の体験・史跡の見学によりアイヌ民族・アイヌ文化について理解

と関心を深め、双方の交流が今後ますます盛んになることが期待できる。 

 

３．今後の方針等 

 （コメント） 

 施設における来館者数や事業参加者数の目標が達成できないものもあったが、本計画

で実施した各事業を生かし、アイヌの伝統に関する理解の促進、観光・産業振興、地

域内及び地域間の交流を目的とした各種事業を今後もアイヌ協会、民族文化保存会を

はじめとした地域のアイヌ関係者およびその他関係機関と連携し、積極的に取り組ん

でいく。 

 

 

 

 

 


